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は
じ
め
に

銅
は
、
人
類
が
最
初
に
手
に
し
た
金
属
と
言
わ
れ
て
お
り
、
古
代
か
ら
現
代
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
で
重
要
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
近
年
、
こ
の
歴
史
あ
る
銅
を
取
り
巻
く
環
境
が
著
し
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
中
国
の
経
済
発
展
に
伴
う
電
力
イ
ン
フ
ラ
拡
大
や
電
気
自
動
車
の
普
及
に
よ
る
銅
需
要
の
急
激
な
増
大
、
投
機

資
金
流
入
に
よ
る
銅
原
材
料
の
銅
地
金
価
格
の
乱
高
下
、
中
国
へ
の
銅
の
割
合
が
低
い
電
線
屑
な
ど
の
ス
ク
ラ
ッ
プ

品
の
輸
入
禁
止
へ
の
動
き
、
コ
ス
ト
削
減
や
軽
量
化
対
応
に
よ
る
銅
か
ら
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
へ
の
代
替
の
加
速
な
ど
で

す
。本

書
で
は
、
特
に
次
頁
の
表
に
示
し
た
板
、
条
、
管
、
棒
、
線
の
形
状
に
塑
性
加
工
で
造
ら
れ
る
伸
銅
品
（
し
ん

ど
う
ひ
ん
）
を
対
象
と
し
、
そ
の
歴
史
か
ら
製
造
・
加
工
方
法
、
銅
合
金
の
種
類
と
特
性
、
身
近
な
用
途
ま
で
、
銅

お
よ
び
銅
合
金
に
関
す
る
一
連
の
内
容
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
構
成
し
ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
読
み
や
す
さ

と
わ
か
り
や
す
さ
を
重
視
す
る
た
め
に
図
表
を
多
く
用
い
て
、
元
素
記
号
は
合
金
組
成
や
化
学
式
を
示
す
と
き
の
み

に
使
用
し
、
合
金
組
成
は
重
量
％
と
し
ま
し
た
。
ま
た
、
本
書
が
単
な
る
銅
お
よ
び
銅
合
金
の
解
説
書
に
な
ら
な
い

書籍のコピー，スキャン，デジタル化等による複製は，
著作権法上での例外を除き禁じられています。
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伸銅品の種類

伸銅品の種類 定　　義

板
0.1mm 以上の均一な肉厚で、長方形断面
を持ち、シャーまたはのこ切断された平板
で供給される圧延製品

条
0.1mm 以上の均一な肉厚で、長方形断面
を持ち、スリットされたコイル形状で供給
される圧延製品

管
全長にわたって均一な断面形状と肉厚を持
ち、真っすぐな状態またはコイル形状で供
給される中空の展伸材

棒

全長にわたって均一な断面を持ち、真っす
ぐな状態で供給される中実で、断面形状が、
丸形、正六角形、正方形および長方形のも
の

線
全長にわたって均一な断面を持ち、コイル
形状で供給される中実で、断面形状が、丸
形、正六角形、正方形および長方形のもの
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よ
う
に
、
も
う
1
つ
の
非
鉄
金
属
代
表
で
あ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
お
よ
び
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金
と
の
比
較
を
心
掛
け
ま

し
た
。
具
体
的
に
は
、

第
1
章
で
は
、
古
代
か
ら
現
在
に
お
け
る
人
類
の
銅
と
の
関
わ
り
、

第
2
章
で
は
、
銅
鉱
石
か
ら
の
銅
の
製
造
方
法
、

第
3
章
で
は
、
銅
お
よ
び
銅
合
金
の
加
工
方
法
、

第
4
章
で
は
、
銅
お
よ
び
銅
合
金
の
表
面
処
理
方
法
、

第
5
章
で
は
、
純
銅
の
種
類
と
特
徴
、

第
6
章
で
は
、
歴
史
あ
る
銅
合
金
で
あ
る
黄
銅
と
青
銅
の
種
類
と
特
徴
、

第
7
章
で
は
、
耐
食
性
や
強
度
、
超
弾
性
な
ど
特
性
が
際
立
っ
た
銅
合
金
、

第
8
章
で
は
、
銅
お
よ
び
銅
合
金
が
主
役
と
し
て
活
躍
す
る
用
途
、

第
9
章
で
は
、
銅
が
脇
役
と
し
て
活
躍
す
る
用
途
、

に
つ
い
て
、
全
60
項
目
で
解
説
す
る
と
と
も
に
、
各
章
末
に
は
銅
に
関
連
す
る
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
コ
ラ
ム
と
し
て
取
り

上
げ
ま
し
た
。

本
書
の
対
象
と
す
る
読
者
は
、
初
め
て
銅
お
よ
び
銅
合
金
に
つ
い
て
学
ぼ
う
と
考
え
て
い
る
方
と
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
理
工
系
大
学
・
高
専
を
目
指
す
学
生
や
現
役
の
理
工
系
大
学
生
、
金
属
を
取
り
扱
う
材
料
・
加
工
メ
ー
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カ
ー
技
術
者
や
商
社
担
当
者
、
さ
ら
に
は
、
金
属
材
料
を
は
じ
め
と
す
る
材
料
科
学
に
興
味
を
持
つ
方
で
す
。

最
後
に
、
本
書
の
発
刊
に
あ
た
り
、
技
報
堂
出
版
株
式
会
社
の
伊
藤
大
樹
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

2
0
1
9
年
7
月

吉
村　

泰
治
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1　
人
類
と
銅
の
歴
史

人
類
は
、
そ
の
進
化
と
と
も
に
使
う
道
具
を
進
歩
さ
せ
て
き
た
。
紀
元
前
8
0
0
0
年
か
ら
7
0
0
0
年
ご
ろ

の
新
石
器
時
代
に
は
、
石
で
で
き
た
斧
や
矢
じ
り
を
道
具
と
し
て
使
用
し
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
人
類
は
、

ほ
ぼ
純
粋
な
銅
を
主
成
分
と
す
る
自
然
銅
︵
図
1
︶
を
偶
然
発
見
し
た
と
言
わ
れ
て
お
り
、
こ
れ
が
人
類
の
金
属
、

す
な
わ
ち
銅
と
の
最
初
の
出
会
い
で
あ
る
。
実
際
、
チ
ャ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ユ
ク
遺
跡
︵
ト
ル
コ
︶
で
は
、
紀
元
前

7
0
0
0
年
ご
ろ
の
層
か
ら
自
然
銅
を
用
い
て
成
形
し
た
装
飾
品
が
出
土
さ
れ
て
い
る
。

紀
元
前
6
0
0
0
年
ご
ろ
に
は
、
銅
鉱
物
の
孔
雀
石
や
藍
銅
鉱
︵
ら
ん
ど
う
こ
う
︶
が
西
ア
ジ
ア
の
メ
ソ
ポ
タ

ミ
ア
地
域
で
発
見
さ
れ
、
加
熱
さ
れ
た
炉
壁
か
ら
金
属
が
遊
離
す
る
な
ど
の
偶
然
の
出
来
事
か
ら
、
銅
鉱
石
か
ら
銅

を
分
離
す
る
技
術
が
次
第
に
確
立
さ
れ
て
い
っ
た
。

紀
元
前
4
0
0
0
年
ご
ろ
の
エ
ジ
プ
ト
、
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
文
明
で
は
、
銅
が
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
お
り
、
銅
を
鋳
造
し
て
形
作
ら
れ
た
工
具
や
容
器
、
武
器
・
装
身
具
な
ど
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。
銅
鉱
石
か
ら
銅

を
製
錬
す
る
方
法
は
、
紀
元
前
4
0
0
0
年
代
末
に
発
見
さ
れ
、
銅
に
錫
︵
す
ず
︶
を
添
加
し
た
青
銅
も
ほ
ぼ
同
じ
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こ
ろ
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
。
実
際
、
紀
元
前
3
8
0
0
年
ご
ろ
の
シ
ナ
イ
半
島
に
お
い
て
、
ス
ネ
フ
ル
王
︵
古
代

エ
ジ
プ
ト
︶
に
よ
っ
て
銅
鉱
石
が
採
掘
さ
れ
た
と
い
う
記
録
や
、
溶
け
た
金
属
を
入
れ
る
容
器
の
る
つ
ぼ
も
発
見
さ

れ
て
お
り
、
当
時
、
銅
製
錬
技
術
が
あ
っ
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い
る
。
西
暦
紀
元
前
後
に
は
、
ロ
ー
マ
人
は
銅
に

亜
鉛
鉱
石
を
加
え
て
溶
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
深
黄
色
の
合
金
、
い
わ
ゆ
る
黄
銅
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。

亜
鉛
鉱
石
で
あ
る
カ
ラ
ミ
ン
を
使
っ
た
こ
と
か
ら
、
得
ら
れ
た
黄
銅
を
カ
ラ
ミ
ン
ブ
ラ
ス
と
呼
び
、
貨
幣
に
使
用
し

た
。こ

の
よ
う
に
、
人
類
の
銅
の
活
用
は
、
最
初
は
自
然
銅
の
成
形
か
ら

始
ま
り
、
次
に
自
然
銅
の
溶
解
、
鋳
造
、
銅
鉱
石
か
ら
銅
の
製
錬
、
錫

や
亜
鉛
と
の
合
金
化
と
い
う
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
い
っ
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
一
方
、
銅
と
同
様
に
非
鉄
金
属
の
代
表
で
あ
る
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
は
、
そ
の
存
在
が
推
定
さ
れ
た
の
は
18
世
紀
末
、
金
属
と
し
て
取
り

出
す
こ
と
に
成
功
し
た
の
は
1
8
2
5
年
と
言
わ
れ
て
お
り
、
銅
の
歴

史
の
長
さ
を
改
め
て
感
じ
る
。

図 1　自然銅


